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復活 2 年目 名谷駅前広場でのクリスマスキャロル (12/17) 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマスチャリティー 

コンサート(12/2 神戸中央教会) 

                 幼子もいらっしゃいました 

        

 

心づくしのごちそうです 
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光のオブジェも進化しています 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピアノも調律しました。ご活用ください。 

 

  2024年１月　典礼奉仕者表　

月日・主日 司式司祭 先唱者 聖書朗読 奉納 献金 聖体奉仕

1/1(月･祝)10時 Fr.高橋 K M ①M N １地区 ２地区

神の母聖マリア ②T  I 

1/7(日)10時 Fr.中川 N S ①W H ３地区 ４地区 H K

主の公現 ②T E Y K

1/14(日)10時 Fr.高橋 U T ①T M ５地区 ６A地区

年間第２主日 ②Y Y

1/21(日)10時 Fr.高橋 T H ①H N ６B･7地区 １地区

年間第３主日 ②K A

1/28(日)10時 Fr.中川 H K ①T H ２地区 ３地区 N Y

年間第４主日 ②N S H T
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忘れえぬ老女のほほえみ 

巡礼中ほとんどの教会は残念ながら門

が閉まっていた。有名な教会は宗教に関

係なく多くの巡礼者が入場料を払って中

に入る。このような教会は建物の豪華さ

と壮大さ、ステンドグラスの美しさに心

を奪われ、見物人の群れに流されて外に

出てしまうことのほうが多い。そんな時

は観光客になってしまったような苦い気

分になるので、私は都市には泊まらない

ことにした。 

ある日アストルガという都市の大聖堂

の前に着いた。予想通り鍵がかかってい

た。がっかりして長い道を歩いている

と、扉を大きく開けて、まるで私を待っ

ているかのような小さな教会が真正面に

あった。吸い込まれるように中に入ると

一人のおばあち

ゃんが満面の笑

みで迎えてくれ

た。その笑顔は

どんな優れた説

教よりもイエス

の存在を感じさ

せてくれた。し

ばらく留まり、

祈りを捧げる

と、喜びが満ち

溢れてきた。 

 その老女の明るい笑顔が忘れられなか

った。他の巡礼者たちもその笑顔につい

て話しているのが聞こえた。これまでの

巡礼を振り返ると、巡礼者を迎えてくれ

たのは名もない小さな教会のほうが多か

った。私はふと思った。教会が迫害の時

代を乗り越えて今に至ったのは、偉大な

聖人だけでなく、名もない信者一人ひと

りの優しさと明るい笑顔、開かれた心、

おもてなし、そして献身があったからで

はないかと。 

 先のカテドラルや、その隣にあったガ

ウディが建てたという華やかな司教宮殿

よりも、道路沿いのこの小さな教会での

感動が長く心の中に残っているのは、巡

（寄稿）カミノ・デ・サンティアゴ 
～ 巡礼の旅（第 6 回） ～ 

オ・ソングン（Br.オー） 

「信仰は健康の泉」 
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礼者を迎えるおばあちゃんの天使のよう

な笑顔とおもてなしのためだろう。教会

は建物ではなく、信じる人々の共同体で

あること、そして、その構成員一人ひと

りが教会であること、あなたが教会であ

り、私が教会であることをお互いの中に

見ることができ、また見せてこそ、生き

ている教会ではないだろうか。そのおば

あさんがいつまでも元気で巡礼者たちに

神の現存を分けてくださることを祈りな

がら歩いている狭い林道の上には、いつ

もより澄んだ明るい日差しが降り注いで

いた。                   （つづく） 

                  

  

 

 

 

・1 月 21 日ミサ後、評議会を開催しま

す。議題；来年度予算ほか。 

 

〈ご帰天されました〉 

2023 年 12 月 8 日 

ヨゼフ I H さま (2 地区) 

 永遠の安息とご遺族の平安をお祈りい

たします。 

 

〈転出されました〉 

マリア・テレジア W M さま (2 地区) 

 吹田教会へ  お元気で。 

 

〔典礼委員会より〕 

・シノドス第 1 会期は終わりましたが、

ミサ前の「シノドスのための祈り」は第

2 会期が終わる 2024 年 10 月まで続け

たいと思います。 

・又共同祈願での「平和のための祈り」

も平和が訪れるまで続けたいと思いま

す。よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

【越年越冬活動】 

 今年も越年越冬活動が「神戸の冬を支

える会」主催で以下の通り行われます。 

  期間；12/28～1/4 までの毎日 

  時間；10 時～15 時ごろ 

  場所；三ノ宮・東遊園地南端 

花時計広場 

 カトリックの担当は 12/29 と 1/1 と

なっております。多数お越しください。 

 

【キリスト教一致祈祷週間】 

 1/18～25 はキリスト教一致祈祷週間

です。全世界で全てのキリスト者が一致

のために祈りを捧げます。 

 神戸地区では 1/19(金)18 時から 

神戸中央教会で共同礼拝が行われます。 

多数お越しください。パンフレットも聖

堂後ろに置いております。 

 

【諸宗教対話「神道との対話」】 

1/27(土) 14 時～16 時  

 生田神社 (13:45 神社前集合)どなたでも 

  教区 諸宗教対話委員会 

 

お知らせ 

クリスマスおめでとうございます。行事も飾りつけも昔のように楽しくよみがえってきて心が温まりますが、

平和はなかなか訪れず、却って遠ざかっていくようにも感じます。♪平和を～私たちに! (K.J.H) 

編集後記 
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日･ 曜日 2024

1/1 月 神の母聖マリア　ミサ10:00～ 越年越冬活動(12/28～1/4 東遊園地)

2 火

3 水

4 木

5 金 主日の聖書を読む会(14:00～)

6 土 ロザリオの祈り(14:00～)

7 日 主の公現　　　　ミサ10:00～　

8 月 主の洗礼

9 火 　社会活動センター炊き出し(9:30)　(ミサ、みことばを味わう集いはありません)

10 水

11 木

12 金 主日の聖書を読む会(14:00～)

13 土 ロザリオの祈り(14:00～)

14 日 年間第2主日　ミサ10:00～ ラウダートシサークル(ミサ後)

15 月

16 火

17 水

18 木 キリスト教一致祈祷週間(1/18～25)

19 金 主日の聖書を読む会(14:00～)

20 土 ロザリオの祈り(14:00～)

21 日 年間第3主日　ミサ10:00～ 評議会 (ミサ後) 教会清掃(第1、６A地区)・地区の集い

22 月

23 火  ミサ(10:30～)　みことばを味わう集い(～12:00)

24 水

25 木

26 金 主日の聖書を読む会(14:00～)

27 土 広報委員会(10：00～) ロザリオの祈り(14:00～)

28 日 年間第4主日　ミサ10:00～

29 月

30 火

31 水

2/1 木

2 金 主日の聖書を読む会(14:00～)

3 土 ロザリオの祈り(14:00～)

4 日 年間第5主日　ミサ10:00～

カトリック北須磨教会ホームページ http://cathkitasuma.web.fc2.com

緊急時は高橋神父(090-6329-5709) にご連絡ください。

また、ゆるしの秘跡、病者の塗油、ご聖体をご希望の方も、いつでもご連絡ください。
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